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令和２年２月２８日 

中 部 地 方 整 備 局 

 飯 田 国 道 事 務 所 

 

伊駒アルプスロードにおける直轄調査結果の送付について 

 
 

１．概要 

この度、国道１５３号伊
い

駒
こま

アルプスロードにおける直轄調査結果がまとまり

ましたので、長野県に送付したことをお知らせします。 

 

２．資料 

別紙 ： 国道１５３号伊駒アルプスロードに係る直轄調査結果 

 

３．配布先 

中部地方整備局記者クラブ、長野県会見場、 

駒ヶ根市役所記者クラブ、伊那市役所記者クラブ 

 

４．問い合わせ先 

国土交通省中部地方整備局飯田国道事務所 副所長 田中 智徳    

               ＴＥＬ：0265-53-7200 ＦＡＸ：0265-53-7210 

 

 

 



伊駒アルプスロードに係る直轄調査結果（概要）

○交通円滑化による企業の生産性向上
国道153号は、通過交通と生活交通を分離し、また、天竜川・太田切川を渡河す
る限られた道路への交通集中を解消することで、交通を円滑化し、沿線企業の
生産性向上を図ることが必要。

○中央自動車道の代替ネットワークの確保
国道153号に並行する中央自動車道の災害・事故等による通行止めリスクを回
避し、代替路として機能する道路ネットワークの形成が必要。

○リニア中央新幹線による観光活性化効果の波及
リニア中央新幹線長野県駅と県内有数の観光施設が立地する上伊那地域を結
び、リニア中央新幹線開業による観光活性化を持続的・広域的に波及する広域
交通体系の整備が必要。

【求められる機能】

○急崖の地形条件に対応した長大なハイピア橋梁、
曲線橋の送り出し架設、急流河川である天竜川の
渡河が必要。

○天竜川に沿った計画ルートのため、水が豊富で地
下水位が高い軟弱地盤地域での施工となり、浸水
想定区域内等の圧密沈下を考慮した高盛土や、歴
史保全区域に配慮し地下水位変動の影響低減対策
が必要

○以上より、高度な技術力を活用することにより事業
実施が可能

【技術的な課題】
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求められる機能①

交通円滑化による企業の生産性向上
○国道153号は、中・長距離交通（通過交通）と短距離交通（生活交通）が混在しており、また、天竜川・太田切川を渡

河する限られた道路との交差点において、朝夕の通勤時間帯を中心に交通が集中し、激しい渋滞が発生。

○現道の通過交通の分離や渡河部の交差点への交通集中を回避することで、交通を円滑化し、沿線企業の生産性向

上を図ることが必要。

■国道１５３号の交通状況

：0～20km/h ：20～30km/h ：30～40km/h ：40km/h～ 資料： ETC2.0プローブデータ（H30.10 平日）

■国道１５３号（A-A断面）の
交通特性

■国道１５３号の渋滞状況

：主要渋滞箇所

至 塩尻市

出典:ETC2.0プローブデータ（H30.10）
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■中央自動車道（伊那IC～駒ヶ根IC間）の通行止め履歴

■中央自動車道通行止め時の国道153号の状況

●●●●

平成25年交通事故での中央自動車道通行止め時
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求められる機能②

中央自動車道の代替ネットワークの確保

○国道153号に並行する中央自動車道は、南アルプスと中央アルプスに挟まれた山裾に位置し、地形条件から豪雨災

害、積雪による長期通行止め、交通事故による通行止め等が毎年発生しており、通行止めリスクが高い。

○中央自動車道の災害・事故等による通行止めリスクを回避し、代替路として機能する道路ネットワークの形成が求め

られる。
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平成１８年豪雨災害での中央自動車道通行止め時

至 塩尻市1

1

：対象区間

：事業化区間
：標高2,000ｍ以上

：標高1,000ｍ以上
2,000ｍ未満

：高速道路

：一般国道（国管理）
：標高1,000ｍ未満：一般国道（県管理）



県内 56%

県内 42%

県外 44%

県外 58%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

上伊那地域

伊駒アルプス

ロード沿線地域

■上伊那地域の観光施設

資料：長野県観光地利用者統計調査

求められる機能③

リニア中央新幹線の観光活性化効果の波及

○上伊那地域には、人気の観光施設が立地しており、観光客数が増加傾向。

○県外観光客の割合は、上伊那地域約４割に対し、伊駒アルプスロード沿線地域は約６割となっている。

○リニア中央新幹線長野県駅の開業による観光客を上伊那地域に誘引し、観光活性化を持続的・広域的に波及する

広域交通体系の整備が求められる。
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観光地

上伊那地域

駒ケ岳ロープウェイ

駒ヶ根高原

観光客：52.4万人／年

主要渋滞箇所
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長野県伸び率 上伊那地域伸び率

（万人）

高遠城址公園

高遠城址公園の夜桜
観光客：26.9万人／年

■上伊那地域の県内外来訪割合

資料：H30長野県観光地利用者統計調査

・伊那市
・駒ヶ根市
・宮田村
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技術的課題

○伊駒アルプスロードは田切地形を通過するため、急崖の地形条件に対応した長大なハイピア橋梁、曲線橋の送り出

し架設、急流河川である天竜川の渡河が必要。

○また、天竜川に沿った計画ルートのため、水が豊富で地下水位が高い軟弱地盤地域での施工となり、浸水想定区域

内等の圧密沈下を考慮した高盛土や、歴史保全区域に配慮し地下水位変動の影響低減対策が必要。

〇以上の理由により、高度な技術力を活用することにより事業実施が可能となる。

■伊駒アルプスロード縦断図

・急崖のため長大なハイピア橋梁となる
・施工時の制約があり、送り出し架設等

の高度な架設が必要

地盤改良

盛土13m

5m

天竜川
浸水想定高さ

最大 約10ｍ
▽

道路

・田切地形により盛土高さが複
雑に変化

・地盤改良深は支持層を緊密に
把握し、圧密沈下を考慮

③軟弱地盤の高盛土②天竜川を渡河する橋梁①田切地形のハイピア橋梁・曲線橋 ④地下水位変動の影響低減対策

駒ヶ根
自動車学校

流況解析におけるモデルのイメージ

根腐れ

地盤湿潤化

水位上昇 水位低下

液状化危険度増

井戸枯れ
立ち枯れ

河床の低地や急崖により
分断された地形

太田切川至 塩尻市

至 飯田市

太田切川付近の計画

・歴史的保全地区への影響に配慮した施工
が必要

・地下水シミュレーションによる解析・評価

・通水工による地下水位変動の影響低減や、
地下水位のモニタリング調査が必要

・３次元モデル解析により流速や流向な
どを把握

・橋脚の根入れ深さ、河川堤防への影
響を判断

＜高度な技術力を必要とする内容＞
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